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文 教 厚 生 常 任 委 員 会 会 議 録 

 

                     日 時   平成２４年 ９月２４日 

                           午前１０時００分 開会 

                           午前１１時４７分 閉会 

                     場 所   南あわじ市議会委員会室 
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    教 育 部 長    岸  上  敏  之 
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Ⅱ.会議に付した事件  

 

 １．教育施設等の統合について････････････････････････････････････････････････ ５ 

 ２．学校教育について････････････････････････････････････････････････････････１８ 

 ３．管外視察時の調査事項について････････････････････････････････････････････２４ 

 ４．閉会中の所管事務調査の申し出について････････････････････････････････････２８ 
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文教厚生常任委員会        平成２４年 ９月２４日（月） 

                   （開会 午前１０時００分） 

                   （閉会 午前１１時４７分） 

 

○川上 命委員長   おはようございます。定刻が参りましたので、ただいまから文教厚

生常任委員会を開催いたします。 

  実りの秋を迎えまして朝夕めっきり涼しくなってきました。皆様方におかれましては、

委員の皆様はもちろんのこと、大変お忙しい中ではございますが、御案内を差し上げまし

たところ御出席をいただきましてありがとうございます。 

  なお、文教の審議に入る前にお願いしたいのは、特に執行部にお願いしたいのは、非常

に、この間の本会議、決算の中でも、いろいろと文教に関係のある項目の中で委員のほう

からいろいろと御意見が出ました。答弁等もいろいろ問題がある中で、かなり紛糾したわ

けでございますが、どうかひとつ人形座におきましても、これからの大学におきましても

いろいろな問題点が多々これから発生すると思います。そういった中での答弁等もしっか

りとしていただき、また、議員からいろいろ意見があったことを真摯に受けとめていただ

きまして、ひとつ実行していただくことをお願いを申し上げます。 

  それと、きょうは４４回定例会でございますが、文教に付託された案件というものはな

いわけでございますので、所管事務調査内で重点調査を行いたいと思います。そういった

ことで、本日は傍聴も許可しておりますが、傍聴の方、見えておりませんが、ひとつよろ

しくお願いしたいと思います。 

  それでは、お手元にいろいろとたくさんの書類が届いておりますが、まず教育部長のほ

うから、淡路人形入場者数ということで参考にしていただきたいということで、お手元に

配付しております。お目通しをお願いしたいと思います。 

  それでは、あらかじめ御通知申し上げましたとおり、きょうは３部門にわたりましての

所管の中での重点審査ということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それではまず執行部の挨拶があれば、ひとつよろしくお願いします。 

 

○副市長（川野四朗）   おはようございます。きょうは議会中の委員会ということでご

ざいますが、付託案件がないということでございます。所管事務調査の中でいろいろと御

審議をいただくということでございますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

  季節はえらいもんで、彼岸が来るとやっぱり暑さ寒さが緩んでくるんかなと。ことしの

ようにあれだけ暑かった夏は、これからどないなるんかなと思っておりましたけども、や

っぱり彼岸が来ると、非常に季節が変わってまいりまして秋を感じるようになってまいり

ました。 

  この間もちょっと彼岸のことで思いよったんですが、ことしは日の丸を揚げるのを２２
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日か２３日か迷ったんで、ちょっと暦を見てましたら、ことしの秋分の日は２２日でした。

珍しいなと思って。以前はいつ２３日以外の日があったんかなと思って見てみましたら、

昭和５４年が９月２４日であったようです。それからはずっと２３日が彼岸、秋分の日と

いうことでして、何でこういうふうになるんかなと思っておりましたら、これはちょっと

いろいろ何か地球の一周する時間が少し、３６５日プラスちょっとあるということで、う

るう年と一緒のようなことのようでした。 

  それで、暦が変わってくる、来年はどないなるんかなと思っていましたら、秋分の日と

春分の日は、その前の年に政府の閣議で決めるようです、前の年に。ですから大体動いて

いく。ほいじゃ、先ほど言いましたように５４年にあって、それからことしまでなかった

と。今度２３日以外のときはいつあるんかなと思っていましたら、平成２８年にはまた２

４になるようです。どうも均等ではないなと。もう少し調べなあかんなというような思い

でした。我々も旗日が来ると休みというものだけが頭にあって、そういうことをちょっと

感じてみたんですけど、調べていくと非常に難しいなというふうな思った、この２２、３

のお休みでございました。皆さん方もいろいろと御興味があればまた見ていただけたらな

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 １．教育施設等の統合について 

 

○川上 命委員長   それでは、きょうの１番の教育施設等の統合についてに入りたいと

思います。 

  最近、特に学校関係、いじめ、大津のいじめからこちらに非常に毎日毎日新聞報道がさ

れています。教育の難しさというのをつくづく私自身も感じております。そういったこと

も含めた中で、きょうはひとつ重点調査ということでございますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

  それでは１番の教育施設の統合についてをよろしくお願いいたします。 

  久米委員。 

 

○久米啓右委員   前回の委員会で再編基本計画の６ページの再編スケジュールの確認さ

せてもらいました。一部スケジュールを今年度へということを発表されて、新聞報道もさ

れておるんですけども、１番から７番まであるスケジュール、もう一度確認の意味で、教

育部、教育委員会の考えてる現時点でのスケジュールをもう一度お願いしたいと思います。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   スケジュールでございますが、１番につきましては、平
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成２５年度ということを目指しておりましたが、１年間の準備期間が必要ということで、

昨年度末までに地域の合意等が得られておりませんので、２６年度以降ということになっ

ております。 

  ２番の辰美中、御中の統合につきましては、これはもう議会でもずっと御報告させてい

ただいてますとおり、平成２５年、このとおりに実施で推進しております。給食センター

もこのとおり推進しておるところでございます。 

  ４番の幼稚園につきましては、２５年、２６年をかけて丸山、阿那賀、伊加利幼稚園の

統合という計画でございましたが、昨年度、地域、保護者等の説明会に関係地区を回りま

したところ、旧来から４園統合で話があったのではないか、または阿那賀の地理的な問題

点等指摘がございまして、これにつきましては、将来的には４園統合という方向で進めさ

せていただくということで、現在はそれに向けて、今年度は伊加利幼稚園において、伊加

利幼稚園園児と阿那賀幼稚園園児の交流保育をしております。来年度につきましては、そ

の交流を他の園にも拡大していく予定でございます。その後、施設等の整備が整い次第、

４園統合という方向で進めております。ちょっと年度につきましては、はっきりと申し上

げる段階ではないかと思っております。 

  灘、阿万小学校の統合につきましては、現在ＰＴＡ、地域と協議中でございます。今年

度中にそういう合意が得られましたら、予定どおり２６年度統合で進めさせていただきま

す。 

  倭文、広田中学校につきましても、まだ継続協議中でございます。当然、今年度中に合

意が得られれば、このとおり進める予定でございます。沼島、南淡中学校につきましては、

昨年度、地域の説明会等開きました。ところが非常に離島でございますので課題も大きい

ということで、まだ進展はしていないんでございますが、これにつきましては２７年度と

いうことでございますので、継続して今協議中でございます。以上です。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   一番直近で、これまでも委員会でも議会でも説明等ありましたけども、

２番の辰美・御中で、その後地元説明会等はこの１カ月間では開催されましたか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   前回８月９日に文教厚生常任委員会が開かれましたが、

その後、ちょうどその日に丸山地区の説明会を皮切りにしまして、辰美校区の４地区の説

明会を９月上旬にかけて行いました。それから御中校区につきましては、文教の前にもう

既に湊地区の自治会長、それから西淡志知地区の自治会長への説明会が終わっておりまし
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たが、先日、松帆地区、松帆三金会というのがございますが、各種団体、いろんな方々が

集まっているところで説明会を開催しております。以上です。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   説明会の開催をされてるということですが、対象は主にどういう方を

対象にされてるんですか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   辰美校区の４地区につきましては、住民全てを対象に各

戸に通知を配付する、または回覧するという方法で全戸に通知をして集まっていただいた

ということでございます。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   この１カ月の説明会での地元の意見として、どういうものがあったの

か、代表的なもので結構ですんで、お願いします。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   ４地区ございましたが、丸山地区につきましては、やは

りこういうふうに推進をしておるんですが、推進するということで決定したときに、地域

への説明会をもう少し丁寧にしていただきたかったというような御意見がございました。 

  また、３年生になる生徒の進路への不安であったり、それから一遍に統合するのかとい

うようなことで、順次統合しないのかというようなことであったり、少人数にもメリット

があるというような御意見もいただきました。 

  あと伊加利地区におきましては、統合を検討するときに、決定をするそういう機関を設

けなかったのかというような御意見がございました。あと細部について、伊加利地区から

９月に入っておりまして、かなりいろんな部分について決定しておりましたので、制服や

バス通のことや、いろんなことを御説明いたしました。それについての細かい、ここのバ

ス停のほうがいいんじゃないかとか、そういうことの御質問がありました。あと、特に今

いじめ等問題になっておりまして、統合後のいじめについて、そういうことがないように

していただきたいというような御要望もございました。 

  あと阿那賀地区におきましては、ここもバス通であるとか、そういう細かいところにつ
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いて御説明をいたしましたので、そういうことについての御質問や、こちらのほうがバス

停はいいのではないかというような御意見をいただきました。同じく、いじめについての

心配をしている方々がいらっしゃったと思います。あと跡地利用のことについて、どうな

ってるのかというような御質問もございました。 

  あと津井地区につきましては、統合に当たって教職員の数を充実をさせてほしいである

とか、落ちついた学校生活ができるようにしていただきたいとか、道路整備等についての

御意見、跡地利用についての御意見等がございました。 

  ４地区につきましては以上のようなところでございます。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   御中についてはロケーションは変わらへんのですけども、御中も説明

された、御中地域ですね、されたと言っておりましたが、そちらのほうでは何か御意見出

ておりましたか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   御中の地域につきましては、自治会長さんへの説明であ

ったり代表の方への説明であったりということで、やっぱり住民の中には、まだこの統合

については十分理解できてない方もおるのではないかというような御意見もいただきまし

た。あと総体的には、今の生徒数の激減に対する驚きといいましょうか、そういう反応が

多かったように思います。それから校名等について、やはり多くの方の御意見を反映した

ような形で決めていくほうがいいのではないかというような御意見があったかと思います。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   最後に校名が出てたんですが、仮称西淡中学校と前回説明しておりま

したけれども、これについては、その後何か教育委員会のほうでは何か考えがあるんでし

ょうか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   現在のところ、そのような説明会の中では、仮称西淡中

学校ということで御説明しながら御理解を得るように努力しているところでございます。 

  あと、決定する組織ということで、５月に両校の関係者が集まっての検討会というのを
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開いております。そういうところで、やはり決定機関ではありませんが、ある程度のそう

いう決定をしていくような作業をしたいということで、今後もこの月末、今週でございま

すが、週末には御中校区のそういうＰＴＡ関係者、同窓会の関係者、自治会の関係者、学

校評議員さん集まる会を開く予定にしております。また１０月には、両校の関係者の会も

計画をするところでございます。 

 

○久米啓右委員   大体わかりました。終わります。 

 

○川上 命委員長   ほかにございませんか。ほな。 

 

○久米啓右副委員長   川上委員長。 

 

○川上 命委員長   御中、辰中は、もう既にかなり進んだ段階でどうこういうことはな

い、あとは詰めの段階になっとると思うんですが、この幼稚園の統合の問題等、先ほど段

階的にふみ込んだ中で、辰中校区４園の統合というようなことを言われて、聞くところに

よるとやっぱし幼保一元化がならなかったわけですので、何とかゼロ歳児から３歳児まで

預けられるようにという地域の要望があるわけで、そういった中で、旧西淡町は今までに

民間のみかり会にそういった幼稚園以外のゼロ歳３歳児までをお願いしたということで、

かなりお世話になってきとるということで、今後そういった施設統合、４園統合、湊も含

め、志知も含めた中での統合ということになると、これは非常に児童数が少ない中で、児

童の奪い合いというような形になることもあるわけでございます。 

  そういったことで、私も長い間、議会をしとる中で、確かにみかり会に大変お世話にな

っとるということは、このみかり会の今の児童預けとる、行きよる子供たちをこちらに奪

うということは、みかり会そのものの経営に難色を示す、そういったいろいろな問題があ

るわけでございますので、そういった統合については、段階的に踏んでいくのはええとし

ても、最終どこまで統合するのかと、どのような内容でするのかということを十分踏まえ

た中でやっていかないと、目先だけ追うていきよると大変なことになるということになり

ますので、特に旧西淡町、何かにつけて問題点を残しておりますので、ひとつよろしくお

願いしたいと。どうですか。 

 

○久米啓右副委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   これにつきましては、一般質問でもお伺いをしたとおりでご

ざいます。今はまず４園を統合する方向で、先ほども年度は明確には言わなかったんです

が、その方向で考えております。それで当然、御答弁させていただきましたように、ゼロ
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歳から３歳児も預かっての目標でございまして、その後の大きな流れにつきましては、ま

だそこまでは検討してないのと、それと民間の施設につきましても、大変これはお聞きし

て、今まで大変お世話になっておるということを十分認識しておるつもりでございます。

その辺も含めて、今後は協議していくのが今の段階かなというように考えております。 

 

○久米啓右副委員長   川上委員長。 

 

○川上 命委員長   ちょっとこれ副市長に質問するんですけれど、そういったことで４

園を段階的にやっていって、民間にもお世話になっとる、そういう気持ちがあるというこ

とで私も安心をしたわけですが、これから人形会館、大学をいろいろと公共施設がどんど

ん新たに本庁舎というように建っていくわけですが、今度は統合において辰美もあく、幼

稚園も統合すれば全部あいてくる、地域交流センターどのような状態になっとんのか知り

ませんけんど、そういったように施設がどんどんあいていくと。この施設を取り壊すか、

次に利用するかという、そういったことを含めた中でのいろいろなことを考えていかなけ

れば。これはもう税金使って建ててきた建物ですので、やっぱり利用価値のあるような跡

地利用というものも含めた中で考える。辰美も全然今のところはわかってないというよう

なことを言われておりますが、いろいろな施設があると思うんで、そういったことを踏ま

えた中での計画的な統合ということも執行部は考えとるんですかどうですか。 

 

○久米啓右副委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   前回も幼保一元化の豊後大野市のところも見てこさせていただ

いて、やり方はいろいろあるのかなというふうな思いもいたしたところでございます。先

ほど来お話のように、西淡町は学校の統合もあると、あいてくる校舎もある、また幼稚園

の統合も喫緊の課題になっておるというふうなことでございますので、先ほど委員長さん

のほうからお話のあったように、幼児教育を今後西淡町をどうしていくのかという話も含

めて考えていかないと、この南あわじ市の中に幼児教育というか幼児保育というか、そう

いう制度が今２つ、市が関係するところでは制度が２つあるというふうなこと、これにつ

いても一度考えてみていかないと、そのまま旧西淡町のみを幼稚園教育、ずっと続けてい

くのか、それ以外は保育所という形はずっと続けていくのかというふうなことでございま

すので、１つのまちに２つの制度あることは、いい場合もありますし、やっぱりこれを整

理をしていかざるを得ないような状況にもあるんではないかなと。それから、やっぱり保

護者の保育ニーズ、幼稚園教育ニーズ、そういうものも的確に把握した上で、今後はそう

いうものに対応していかなければならんのかなと。先ほど言いましたように、あいてきた

校舎をどのように有効活用が図れるのかということもあわせて検討していかなければいけ
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ないんではないかなという思いはいたしております。 

 

○久米啓右副委員長   川上委員長。 

 

○川上 命委員長   実際的に私もひ孫が２人、旧西淡と旧三原町の方にお世話になっと

るんですけど、今後３歳児になって、ようやく来年から５分か１分か歩いたら隣に幼稚園

があるんです。しかしながら、子供は３年間、ゼロ歳児から３歳児まで市村で勉強して大

勢の友達ができたということで、どう説得しても伊加利の幼稚園は行かないというのでほ

とほと弱ってるんですが、これは我々の立場もある中で弱っとるんですが、最終決定はも

う１年でも市村の方に行って、ならした中でこっち移そうかというような気も、教育はや

っぱり子供中心ですから、大人が何ぼどうこう言ったって、すぐ移るかいうたら移らんわ

け。ということは、友達がずっと三原町そこら辺でけた、もう三原中学とかそういったと

こ行かんなんようなってくる形になってくる。だからそういったことは早急に教育委員会

もやっぱり、子供の小さいときにいろいろと習ったことはなかなか忘れんさかいな、そう

いったことも考えた中で、ただ大人の考えだけで、そういった施設とか統合とかいう考え

ないで、そういったことが。ということで幼保一元化がなかなかできない場合には、この

間も言いよったように、執行部の長の判断によるところが大きいというふうにこの間も言

いよったんですが、そういったことに対してはどういった考え持ってるんですか。 

 

○久米啓右副委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   長の方から余り先行的なお話はできないと思います。やっぱり

地域の皆さん方のお考えだとか教育委員会の考え方を十分に把握した上で、それで長が判

断すべきときはしていくということになろうかと思いますが、先ほど来、委員長さんがお

っしゃっておられましたような問題もあるわけなんで、そこらあたりの地域の皆さん方の

ニーズがどちらを向いておるのかということを十分に把握していかないと、ここで今、間

違った方向に進んでしまうと、今度なかなかそれの改善ができにくいということでござい

ますので、歩み出すときにどちらの方向に行くのかということを決めなならんなというこ

とは市長も言っておられました。 

 

○川上 命委員長   ほかに。 

  登里委員。 

 

○登里伸一委員   さきに今月ですが津井地区で説明会ありました。大変夜分に御苦労さ

んでした。その中で、先ほども課長おっしゃってましたが、１０月に保護者にはっきり申
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しますと。地域の人にもちゃんと説明しますということをおっしゃってましたが、あれは

何のことをおっしゃっとったんでしょうか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   現在各学校におきまして担当者を決めまして、いろんな

細かいところについて、作業部会ということで検討しております。で、９月の初め段階で

は、まだ詳しいところまで説明ができておりませんので、そういう詳細が、例えば制服に

ついてであるとか部活動についてであるとか、通学方法について等々、そういうことが詳

しく決まり次第、ＰＴＡの方、それからまた地域住民の方にも再度、説明会を持ちますと

いうような意味でございます。 

 

○川上 命委員長   登里委員。 

 

○登里伸一委員   それで、一番問題は、通学の関係が非常に問題になるような状況だっ

たんですが、３方向から通学バスを出すということを説明されました。それで、１つは登

立地区のような湊の生徒は、どのような考えなんでしょうか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   現在、辰美校区の４地区ということで今考えております。

あと、その経路に当たる西淡、志知も通りますし、湊も通っていくということで、そこに

つきましては、まだ詳細についてはちょっと協議ができていないところでございます。 

 

○川上 命委員長   登里委員。 

 

○登里伸一委員   それで通学に関しては、一番心配していたのは、大崩海岸の山に、山

側手の土砂の崩落に対する擁壁を県がつくってくれたんですけども、災害復旧と思います

が、この水路との差が深い水路があって非常に危険だと。高校へ行く生徒のことも考えて

の話と思いますが、それについて早急にちゃんとしてほしいんだけどということを言って

ましたが、それはもうすぐに次の部署に届いておりますか。 

 

○川上 命委員長   教育部次長。 

 

○教育部次長（太田孝次）   登立の水路については、会があった日の翌日に都市整備部
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の方へ、県の方へ言っといてくださいということで、写真もつけて次の日に報告はしてお

ります。 

 

○川上 命委員長   ほかに。 

  小島委員。 

 

○小島 一委員   教育施設等ということで、ちょっと図書館の再編でお聞きしたいんで

すけども、この計画では図書館統合ということになってますけど、やっぱり地域というか、

緑であったり回っておりますと、残してほしいという声が非常に強いわけで、この２館２

室の利用者の状況等は調査してますか。どういう方が利用されとるのかという、地域性あ

るかなと思うんですけれども。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   数字等は調査して当然おります。今詳細は持ってないんです

けれども、よく聞くのは、特に夏休みなんかは、２館２室とも子供たち、あるいは高校生

が随分利用しているというようなところで、現在も時間別あるいは休日等も含めた中で、

調査は昨年から実施しておるところで、今まだ集計までは至っておりません。それは２館

２室で取り組んでおるところでございます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   特に近くの関係では、緑のほうの図書室の場合なんかは、小さなお子

さん連れのお母さんとか高校生までの学生さんが非常に多いし、絵本等それで見せたり、

本を見なくてもそこで一緒に時間潰されとるような形が多いように思うんですよね。 

  この再編プロジェクトチームをつくって種々検討されとると思うんですけれども、その

辺、どういうふうに、まだ検討中で答申とか全然出てないと思うんですけども、方向性と

して、予定どおりの方向で検討しとるんか、また１館３室なり多少の規模の縮小はあって

も存続は可能なんかどうかということを検討されとるんかどうか、その辺はどないですか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   まさに今、委員おっしゃられたような内容でプロジェクトチ

ームいうのは、教育部内の図書館、図書室の関係職員も含めてなんですが、それを含めて、

ただいま検討中でございます。 
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○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   先般来の本会議だったですか予算委員会だったかな、ＩＴを使えば、

どんな本でも取り寄せができるやないかというふうな御意見もあったわけですけど、そう

いうお子さん連れの方とか見てますと、とりあえず一緒に来て何か興味の引くものがない

かというふうな利用のされ方をされとる。だから学生さん、特に受験生とか専門的な本が

見たいという方は当然ＩＴで、インターネットでそれに見合う本があるかどうかいうのを

調べて、家で調べたり直接図書館へ行って調べたりは当然できると思うんですけれども、

それで全て賄って１館に統合するというのはちょっと乱暴なやり方かなというふうにも思

うし、できるだけ公民館に移るわけですけれども、そういう図書室的なものは必要である

というふうに考えてますんですけれども、どないですか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   昨年からＩＴを使ったサービスといいますか、そういったこ

とも取り組ませていただいておるわけなんですが、特に幼児期、今読み聞かせであったり、

そういう図書館では取り組みをしてございます。それで、やはり映像を通して見るよりも、

自分が目で触れ、手で触れて、そういったことが本と親しむ一番重要なことは我々も十分

認識しておるところでございます。それで、先ほども申し上げましたように、２館２室、

特に２館の利用状況なんかを十分把握した中で適正な基本計画に基づいて、今まさに検討

させていただいておるところでございますので、今この答えがどっちの方向でというとこ

ろまでは行ってございませんが、そういった皆様方のニーズも十分踏まえた上で検討させ

ていただいておるところでございます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   そういった声が、残していただきたいという、図書館でなくても図書

室でもいいというふうな、とにかく何が何でも南淡の公民館１館に集中して、そこに行か

ねば見れないというふうなことがない、利用できるような形で検討をお願いしたいと思い

ます。終わります。 

 

○川上 命委員長   ほかに。 

  登里委員。 
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○登里伸一委員   先ほどの続きになりますが、もう少し聞きます。皆さんが非常に心配

している１つは、合併してからのバックアップ体制のことを言ってましたね。保護者の人

たちは、どういうふうになっていくんだろうかという漠然たる不安があるというようなこ

とを言ってましたが、それについてはどのようにお考えですか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   統合時のいじめ等、生徒指導上の問題というようなこと

ですが、統合直後におきましては、教員加配というようなことで若干手厚く配置がされる、

そういう方を活用してそういう心のケアであったり、そういうものに当たっていくことに

なろうかと思います。 

 

○川上 命委員長   登里委員。 

 

○登里伸一委員   それは十分可能なんでしょうか。統合でやっぱり小さい規模、学校の

ほうの生徒の不安が大きいだろうと。だから専門の先生を１人でも張りつけてくれという

同じような意見が出てましたが、十分可能なんでしょうか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   御原中学校にはもともと生徒指導担当教員という加配が

ございます。その上に統合時には統合調整というようなことで若干名の加配があるという

のが通例でございますので、可能ではないかというふうに考えております。 

 

○川上 命委員長   登里委員。 

 

○登里伸一委員   できるだけ生徒の不安の受け皿になるようなことを確立いただきたい

と思います。そしてもう１つ、そのときに出た御原中学校の土地は個人のもので、学校で

なくなれば返してほしいと言っていたんですが、それに対して早急に調査しますというよ

うなことでしたが、それはどうなっておりますか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   これも早速確認をさせていただきまして、名義変更等きちっ

と市のほうに変更して処理、今ちょっとその日はわからないんですが、処理は済んでござ
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います。 

 

○川上 命委員長   はい。 

 

○登里伸一委員   大変早急に対応しとんので安心いたしました。続けてお願いします。 

 

○川上 命委員長   ほかに。 

  久米委員。 

 

○久米啓右委員   給食センターのことです。これも来年４月統合ということですが、統

合を進められとると思いますけれど、現時点での課題とか、これまで課題があったが解決

されたとかいう、そういう課題の件、例えば単価とかね、倭文、広田関係の説明会とかで

出たことお願いします。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   当時も話が出とったと思うんですが、いわゆるアレルギー対

応の問題でございます。これにつきましては、組合立、広田の方で対応しておる児童生徒

につきましては、引き続いて対応する。それで来年以降、あるいは市立のほうの小中学校

につきましては、まずはアンケート調査をし、それからそれが明らかにアレルギー体質で

あるという医師の診断等、証明できるものを付して、これから確定していくというような

ところで、またそのことにつきましては、今詳細について内容等を作成して、近いうちに

できてくるというようなことを確認してございます。その日につきましては、まだ決定し

た日はまだ確認できておりません。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   旧といいますか、広田、倭文関係では、アレルギーの生徒さんは多か

ったんですか。その辺恐らく調査されとると思うんですが。南あわじ市のほうとしてはこ

れからアンケートとるというようなことを今言うてましたけども、広田あるいは倭文関係

での数は、わかっておればお願いします。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   当初協議していたときには１１名程度であったかと思い
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ます。ただ今年度に入って若干ふえているというふうには聞いております。 

  それから、市のほうでございますが、アンケートをとっただけでございますので、まだ

これは全く確定はしておりません。本当にいろんなアレルギーを全て入れますと、１００

人を超えるぐらいアンケートの状況ではおります。ただもうそれが単なるソバアレルギー

であったりということで、もうソバ等は給食センターでは今使用しておりませんので、全

く関係なかったりするわけでございます。 

  これから先ほど部長も申し上げましたように、アレルギー対応マニュアルというのがも

うほぼできております。基準もできております。当初どういう種類の食物のアレルギーに

対応していくかと、余り多く初めから始めますと、まだなれておりませんので、なかなか

十分できないということで、品目を２つ３つぐらいに絞って当初は始めていくという計画

でおります。以上です。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   単価の違いも１つ解決しなければならないと言っておりましたけれど

も、これはどのように進んでますか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   まだ決定まで至っておりませんが、引き続いてこれは十分協

議して統一を図っていきたいという考え方でございます。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   これは地元説明会といいますか、統合のほうで大分時間も費やしてる

かと思うんですけども、この辺、倭文、広田への説明会というのは直近ではいつごろされ

たんでしょうか。 

 

○川上 命委員長   わかりませんか。 

  はい、学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   倭文、広田のこの給食センターの関係につきましては、

もう昨年度で合意しております。覚書、確認書等も交わしておりますので、一番最後に会

議というか説明したのが１２月の終わりだったと思います。その後は、その中身につきま

してＰＴＡ会長とこちらの事務局が協議しながら確認事項をつくり上げていったというこ
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とで、昨年度中に確認が終わっているということで、今年度に入りましては特にございま

せん。 

 

○川上 命委員長   久米委員。 

 

○久米啓右委員   わかりました。当分アレルギー関係とか今質問した単価についても、

学校関係者またＰＴＡに情報をできるだけ公開していただきたいと。何も連絡ないという

こと、うまいこと進んどんのかどないなっとんのかわからへんということもありますんで、

それだけお願いしておきます。 

 

○川上 命委員長   よろしいですか。ほかに。 

 

 ２．学校教育について 

 

○川上 命委員長   ないようでございますので、次に学校教育について入りたいと思い

ます。ございませんか。 

  小島委員。 

 

○小島 一委員   いじめの件もあるんですけども、県教委が学校のほうに対して指導し

たというふうなニュースもあったんですが、そういういじめについての県教委からの通達

とか、そういうのはあったんですか、当市に対して。当市というか兵庫県下全域ですね。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   いじめ等につきましての通知につきましては、一般質問

でもお答えしたかとは思うんですが、７月１３日付で児童生徒の問題行動への対応に向け

た指導の徹底についてということで、県教委淡路教育事務所長の通知が出ております。ま

た７月２７日には兵庫県教育長のいじめ問題に対する対応の徹底についてというような通

知が出ております。その後、文科省においての緊急調査というようなものが行われている

ところでございます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   直接新聞報道、ニュース以外のものはないというふうなことで。 

  もう１点、先般、たしか１０日でしたか、通学路の安全点検が発表されたんですけども、
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当市において何カ所ぐらい対策が必要であるというふうな部分ありましたか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   関係部署と確認して約５０カ所チェックするところがありま

して、既に取りかかっているところ、工事中等を省いて３７カ所、現地確認をしてござい

ます。それで、これも一般質問でお答えさせていただきましたけれども、標示関係である

とか、あるいはのり面ののり起こしであったり、多岐にわたっとったわけなんですが、そ

れぞれの部署に報告させていただいて要望してございまして、既にすぐかかれるもの、あ

るいは横断歩道の設置などは警察のほうで公安委員会のほうへ上申していただくというよ

うなところが主なものでございます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   これは対策が必要な箇所が５０カ所ですか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   学校等でそれぞれに確認した結果、このあたりが危険だなと

いうのが５０カ所程度でございまして、それを県道であったり各道路管理者にお願いして、

それが必ず必要かどうかというのは若干不明な点がございますが、そういったところでご

ざいます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   全国の約２万校で６万カ所が対策が必要だというふうな報道だったん

ですけれども、それから比べると当市の場合、若干多いんかなというふうな感じを受けて

おります。これはやっぱり子供の安全にかかわる部分ですんで、非常に危険な箇所、早急

に都市整備等と協議して、できるだけ早急に対応していっていただきたいなというふうに、

それは当然わかってることやと思うんですけども、再度お願いしたいと思うんですけど。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   これもやはり特に一過性に終わるものではなく、今回特にあ

あいう悲惨な事故があったわけでございますが、今後も引き続いて教育委員会としては、
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例えば南あわじ警察が来れなくても地域の駐在さんあたりにお願いして、同行して毎年そ

ういう点検をするべきではないかというのが今教育委員会の考え方で、今後も取り組んで

いきたいというような考え方でございます。 

 

○川上 命委員長   そんならもう１人だけ。 

  森上委員。 

 

○森上祐治委員   今ちょっと出とったいじめのことについて若干質問したいと思います。

８月の委員会でも大津の中学校の問題について教育長の見解とかお聞きしたんですけど、

それ以降、県内の川西市の県立高校でも自殺事件が発生しました。それについてテレビで

私もちょこちょこなんですけど見てますと、大津の中学校、それから教育委員会と引けを

取らんというか、それ以上ひどい対応をしているなと私は思いましたけれども、再度教育

長か、部長、課長、誰でも結構ですけど、あの県立高校の学校の対応、どのような認識さ

れましたかお伺いしたい。 

 

○川上 命委員長   教育長。 

 

○教育長（岡田昌史）   川西の高校の件、私もテレビのニュース、あるいは新聞で、結

果的に県の教育委員会あるいは学校現場というのは、何か周りに極力影響の出ないような

対応をされてるように受けました。結果的にそれが隠蔽であるということの受け取り方を

されておるなと。ですからやっぱり学校の校長の記者発表なんかでも、結局それ終わった

後にまた新たなものが出てくると、こういうような繰り返しみたいなんで、結果的には大

津市のところと、ややもすると似ておるところがあるんかなと、こんな思いしました。 

  でもやっぱりわかった時点で、わかったこと確認できたことはやはりしっかりと説明し

ておく必要があるんかなと。何か後出しになることによって悪影響というんですか、対応

のまずさが余計浮き彫りにされるような感じを受けております。 

 

○川上 命委員長   森上委員。 

 

○森上祐治委員   私も基本的に同じような見解なんですけど、今回の今名前出ましたん

で、その川西高校の対応で一番でまずいなと私自身が思ったのは、保護者の説明会に対し

て、席に校長とか教頭とか管理職しか出なかったと。あれは私はおかしいんじゃないかと

私は思ったんですよ。本来、保護者の説明会なら一番わかってる担任の先生や学年の先生

が出てしかるべきやと。それともう１つは、その席で学校側の見解は不慮の事故云々とい

う言葉が出てましたよね。あれは何てことを言いよるんだというような、あれはテレビ見
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てた県民とか保護者とかね、学校に対する不信感というのがバーッと増幅したんじゃない

かと私は思いました。何でそんなふうなことになってくるんだと。やはり学校というのは、

端的に言うたら学校のメンツを守りたいとか教育長おっしゃったように、それから同僚の

教員を守りたいとか、それから教育委員会は学校を守るだけなんかいと、そういう組織な

んかというような私は見ててそういうの思いました。ところが子供は、そういう一連の学

校の動きに対して自分たちがふだん感じてる認識と余りにもかけ離れとんなと。それから

保護者というのは、別に学校を追及しようと、私ずっと見てて思ったんです、子供が死ん

だと、自殺したと、亡くなったその事実を知りたいという思いだけだったと思うんですよ

ね。まず最初は。それに対して誠実な対応してないというふうなのが今回の大きな社会問

題になってると思うんです。 

  私が言いたいのは、この一連の動きというのは、先ほど登里委員も御中と辰中が統合す

る保護者も、いじめちょっと心配されとると。それはもうこの前の一般質問とか決算委員

会でも南あわじ市内の小中学校はさしたるいじめは現在もないと答弁ございましたけれど

も、私はそんなことはないと思っとんです、はっきり言って。一学期の終わりにちらっと

御相談申し上げてまいりましたが、知り合いの地元じゃなかったんですけどね、保護者か

ら子供がちょっと云々と、こんなとこどないしたらいいんだかと質問受けました。そうい

う学校がつかんでないようないじめの実態は現実にあるとやっぱり今の社会、時代は思わ

ないかんと。そんなことで今回非常に反面教師の材料になると思うんですよ。それに対し

て県の通達、国の通達いろいろ出てきてますが、要は南あわじ市内、教育委員会として、

やっぱりその学校の各校長先生なり教頭先生、職員なり、具体的に今回の問題を受けて、

これを問題を提起して、どこが問題やと、そういう研修会をがんがんやらなあかんと私思

うんですが、その辺、教育長どうですか。 

 

○川上 命委員長   教育長。 

 

○教育長（岡田昌史）   まず私のほうからも基本的には校長・教頭会では、いじめがな

いという思いでの調査はやめてほしいと。当然あるもんやという想定で調査してほしいと。

結果的に担任の先生あたりが一番早くその辺を周知できるんやと。ですから、いかに毎日、

たとえ何分でもええと、子供と接する時間、向き合う時間をとにかく確保してほしいと。

それとあわせて学校だよりとか学級だよりで保護者の方にも、自分とこの子供が家に帰っ

てきたときのいわゆる様子であるとか、どっかおかしいなとか、こんなんは先生と保護者

のほうできちっと連絡がとれるような取り組みをしてほしいと、こういう話を今やってま

す。ですから、それをとりとめた研修会というところまでは今考えてはないんですけれど

も、要はそれぞれの学校、それぞれの担任と保護者、やっぱり保護者と先生が信頼関係が

ないといろんな情報交換もなかなかできないと。こんな思いでできるだけ子供と向き合う
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時間の確保というのを徹底するようにとお願いします。 

 

○川上 命委員長   森上委員。 

 

○森上祐治委員   最後に１点だけ。８月の質問の中でもお聞きしたんで、回答も得とん

ですけれども、全国的に見てましたら、いじめ、事前の予防という観点からね、ある児童、

生徒に定期的にアンケート調査していると。学期に１回とか年に１回とかいう学校もあり

ました。しかし、あの事件、大津の事件以来、回数をふやしたという学校なんかかなりふ

えてきているように思うんですよね。南あわじ市も定期的にやってますよいうような回答

をいただきましたけれども、要はそういう調査、アンケート調査をして、今回はふたをし

たというのがあったわけです、大津の問題ではね。だからやはり子供たちのそういう生の

声、あるいは保護者の心配に率直に誠実に耳を傾ける学校現場であったり教育委員会であ

ってほしいと思います。それができてないから、何か親が心配してても相談に行ったら、

お母さん心配ないですよと言われるケースが間々あるというふうに私の経験からでも聞い

てましたんで、その辺今回、資料が提示されたという観点から、今後先生方、各学校への

研修を深めていただきたい。終わります。 

 

○川上 命委員長   それでは暫時休憩いたします。１１時１５分より再開いたします。 

 

（休憩 午前１１時０５分） 

 

（再開 午前１１時１５分） 

 

○川上 命委員長   再開いたします。 

  登里委員。 

 

○登里伸一委員   先ほど休憩前に森上委員が言っておりましたが、父兄がそういう相談

に来ても、まあまあでやられてしまうというようなことで、たまたま新聞見ておりますと、

文科省は、そういう第三者機関をつくって子供たちの話も吸い取っていくとか、いろんな

対策をするという受け皿をつくろうというようなことがありますが、今まではこういう教

育関係では、学校、教育機関的なものはＰＴＡぐらいしかなかったんでしょうか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   委員おっしゃられました文科省につきましては、９月５
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日にそういう通知が出ておりまして、今後、国の方でも学校任せ等にするのではなくて、

スクールカウンセラーであったりスクールソーシャルワーカーであったり、そういう人材

を活用して子供が悩みを相談できる体制というのをつくっていこうということでございま

す。ただ兵庫県におきましては、文科省は今から全部の中学校にスクールカウンセラーを

配置するというような計画をしておるようでございますが、兵庫県におきましては、先取

りをいたしまして全ての中学校に週１回スクールカウンセラーが配置されております。小

学校にも順次、今ふえていっているところでございます。そういうもの活用しながら相談

体制をつくっていくということでございます。 

 

○川上 命委員長   登里委員。 

 

○登里伸一委員   スクールカウンセラーに関するもう少し詳細な説明といいますか、ど

ういう状況でどういうことをやっておられるかというか、仕事はどういうことをやってら

っしゃるんですかね。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   主に各学校における問題行動でも、特に不登校の関係、

学校に行きにくいというような関係の相談が一番多いと思います。あと、発達障害であっ

たり、いじめであったり、そういう相談で子供だけが休み時間に相談に行ったり、また日

を、時間をきっちり設定して親が相談に来たりというようなことで相談活動をしています。 

 

○川上 命委員長   登里委員。 

 

○登里伸一委員   ようわかりました。直ちに本市においてそういうことを、第三者機関

をつくるというような必要性はまだ今は少ないんでしょうけれども、子供の心を吐露でき

るそういう態勢はいつも維持していていただきたいということをつけ加えてお願いします。 

  それともう１つ、津井の通学路のことですが、湊の登立の坂上がってバイパス道路に入

る、中津浦公会堂がありますね、それから旧小学校のほうへ向かって、あの角を曲がった

ところから海側手は柵が１つもなくて非常に危険であるということで、昨年の自治会長さ

んが要望を出しておったと思いますが、そんなことは届いていますでしょうか。 

  プロ野球に行かれとった斉藤さん、斉藤巧さんの家を曲がって二、三十メートルもある

かないかと思いますが、もう崖は急やし下はコンクリートで、家の人は下の方に見えるく

らいですから相当な高低差があると思います。もしなかったら、そういうことも私も聞い

たことあるんですけれども。 
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○川上 命委員長   都市整備と違うか。 

 

○登里伸一委員   わからん。通学路なんでちょっと聞きよるんですけども。一度またぜ

ひ。 

 

○川上 命委員長   教育長。 

 

○教育長（岡田昌史）   中津浦ですよね。要は浜の県道に向かっての坂ということです

よね。一度、建設課あたりとも協議して、今要望が出ておるかどうかというところも調査

してみます。 

 

 

○川上 命委員長   ほかに。 

 

 ３．管外視察時の調査事項について 

 

○川上 命委員長   ないようですので、次、３番の管外視察時の調査事項について。 

  この件につきましては、前々回、安田課長並びに鍵山課長のほうから視察の報告等が委

員会でありました。そういったことを踏まえた中での質疑をひとつよろしくお願いいたし

ます。 

 

○久米啓右副委員長   川上委員長。 

 

○川上 命委員   ちょっと質問させていただくわけですが、今旧西淡町幼稚園等の統合

という中で、あとの保育園等、市村の私は週に３回くらい子供を送っていくんですが、非

常に子供数と施設と運動場がつりあいがとれとらんということで、そういったことは点検

されて改善の余地を残しとるんか、そのままでいこうとしてるんか、状態だけひとつ教え

てください。 

  市村、私も時々行ったら、この道路は議員さんの田んぼやから、分けてもうてもうちょ

っと広げえやとかそんなこと前にちょいちょい話すんですけど、そういった児童数と施設

と、やっぱり運動場、子供はやっぱり運動せなんだら体力つきませんので、そういったこ

と含めて、そんなことは検討されておりますか。 

 

○久米啓右副委員長   福祉課長。 
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○福祉課長（鍵山淳子）   市保育所につきましては、４月１日現在での子供なんですけ

れども、１５０人の定員で１２８名です。ですので、いっぱいでと委員長のほうでは思わ

れるかもわからないんですけど、まだまだ余裕があるいうことです。その送迎なんですけ

ども、一応ロータリーで回って送迎しておりますので、職員のほうも事故のないように送

迎時には努めております。今のところ、そのままで手を加えるということは考えておりま

せん。ただ屋根の修繕、屋根は終わりました。外壁の修繕であったり、そういう大規模な

修繕は、またここ何年かの間には考えております。 

 

○久米啓右副委員長   川上委員長。 

 

○川上 命委員   この間、九州のほうへ視察行ったときにいろいろと施設の中でいろん

な体験があって、我々もそういった幼稚園の中をみたんですが、非常に私が見た目では、

何かしら施設がごちゃごちゃして、非常に狭いように感じて、まだ１５０人の中で９０人、

運動場は確かに狭いということはある程度わかっておるんですが、あれで上等ですか。 

 

○久米啓右副委員長   福祉課長。 

 

○福祉課長（鍵山淳子）   設置のときには最低基準が示されてますので、それをクリア

しておりますので、あの広さで狭いと見えるんですけども、基準はクリアしてます。 

 

○久米啓右副委員長   川上委員長。 

 

○川上 命委員   ちなみに１人で何平米。 

 

○久米啓右副委員長   福祉課長。 

 

○福祉課長（鍵山淳子）   屋外遊戯場と運動場は言うんですけども、２歳以上児で３平

米となっております。 

 

○川上 命委員長   わかりました。 

  ほかに。 

  小島委員。 

 

○小島 一委員   管外視察時の調査事項ということで、認定こども園見てきたわけです
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けども、先ほども答弁の中でよく実情というかニーズの調査というの出たんですけども、

見てきて、１つしか見てないんで何とも言えないんですけども、これを南あわじ市に当て

はめた場合に、いろいろと問題もまだまだ残っておるような気がしました。 

  近々に幼稚園の統合が西淡地区で言われておるんですけども、果たして幼稚園がいいの

か保育所がいいのか、そういうものを母体とした認定こども園がええのかというふうな、

保護者にしてみたら地元のニーズというんか、子供を預かってほしいというのか教育して

ほしいというのか、そこら辺どういうふうに把握されとるんか、ちょっとお尋ねしたいん

やけども。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   昨年、幼稚園の関係と中学校の関係で、各地区の説明会

等しました。やはりその中では、３歳児未満の保育というものを求めている声がありまし

たし、あと、やはり時間ですね、長期休業中、幼稚園は基本的に休みなんですが、そうい

うところの保育、１日の中でもやはり延長であったり、というような保育を求めていると

いうようなそういう声がありました。やはりその地域、今幼稚園がある地域から保育所を

求めて他の地域へ通園しているという保護者がおるというのが実情でございます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   ということは、幼稚園よりも保育所の必要性を感じてるということで

すか。幼稚園は幼稚園で、幼児教育ということで、これは絶対残してほしいという声も一

部であるんかなと思うんですけれども、どないですか。 

 

○川上 命委員長   学校教育課長。 

 

○学校教育課長（安田保富）   今の幼稚園としての教育を残してほしいというような意

見は、その４地区の説明会ではございませんでした。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   こども園にするのか、いっそ保育所にするのかというふうないろんな

選択の仕方が発生してくるというふうに思うんよね。最初に言うたですけど、認定こども

園というのが九州、大分で見てきたんでは幼稚園型だったんですよね。保育所型やったん

か。ですから幼稚園型の保育に欠けない人は午前中で終わって、保育に欠ける子は午後も
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見るというふうな、ちょっといびつな形に写ったんで、その辺をもっとスムーズにできな

いのか、もともと保育と教育という全く目的も違うような法制度のもとでの施設ですから、

そういう形になっとると思うんですが、ここらもうちょっとちゃんと地元のニーズも合わ

せて整理してかんとなかなか。認定こども園で幼稚園型にすれば当然保育に欠ける子の受

け入れができるという、ゼロ歳児からということになって、その分では意味があるかと思

うんですけれども、その辺、どないなんですか、市としたら認定こども園に持っていきた

いのか保育所にしてしまうのか、幼稚園を存続させるのかというふうな、統合のときにそ

こら辺までのことも考慮しとかんと、統合したわ、また組織変えるわ言ったら、ちょっと

難しい問題が発生すると思うんやけど、どないですか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   ゼロ歳児から３歳児までも含めて、そういった施設をという

のが今目的にしておりまして、今言われたように、どういった形で子供を保育あるいは教

育するのかというところなんですが、それはまさに今委員言われましたように、預かると

いうことはある程度の形を考えていかにゃならんと考えておる関係上、そのときまでには

何かの形を示していきたいというのが今の教育委員会の考え方であろうと、そういうふう

に認識しております。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   そのときまでには言うたって、もう予定でいけば平成２６年、２７年

というふうな、あと１年２年というふうな部分まできておるんですよね。ですから、どっ

ちつかずの形になるんかなと。保育所に移行すれば、当然みかり会のほうの、松帆のほう

の保育所と当然バッティングしてくるというふうなことも考えられる。その辺も含めて、

本当に親が求めておるものを扱ってほしいという部分やと思うんで、それをやはりクリア

しようとすれば、おのずと形が見えてくるんでないかなというふうに考えるわけですわ。 

  ですから、ちょっとこの辺、ぶっちゃけた話で中途半端な形にせんと、地元でも協議し

ていく中で方向性見出していかんと、３年しても５年してもなかなか前に行かんの違うん

かなと思うんですけど、どないですか。 

 

○川上 命委員長   教育長。 

 

○教育長（岡田昌史）   今の実態と言いますと、それぞれ辰美小学校区の幼稚園以外で

保育所へってる方が、それぞれの幼稚園に何名かの方がおります。トータルで見たときに
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幼稚園で対応されてる保護者の方も、保育園を求めてるのが多い状況なんです。今部長も

話されとるんですけれども、認定こども園というのが１つの選択肢でないんかなというこ

とがございます。それは要は幼稚園と保育所と、いわゆる複合的な機能で取り組んではど

うかなというところであります。ただ、それをもしやったときに、どういう課題なり改善

すべき点があるんかなというようなところは、我々のほうも今議論してます。やっぱり保

護者の中でどうしても零歳児からの受け入れというのも求めてるわけなんで、そういう人

の意向を何とか受け入れできればなと、そういう方向で今内々の考えでございます。です

から、これをやる場合の課題というところをもう少し整理する中で方向を見出したいなと

思ってます。 

 

○川上 命委員長   小島委員。 

 

○小島 一委員   幼稚園を望む声はほとんどないというふうな答弁もあったわけで、果

たして本当にこういう幼稚園として、当然昔からずっとあるものですから、地域としたら

幼稚園になじんでおるのは間違いないというふうに思います。だから認定こども園として、

幼稚園型、当然幼稚園型になりますわね、そういう部分でいくんであればいくように保護

者会なり地域の人も実態、実際にどこか行って見てもらって、なるべく実態の形に近いよ

うなところを探して、幼稚園型の認定こども園言うたらこんなもんですよと、こんな形で

すよと。そこらもやっぱりきちんと理解してもらって、検討を重ねていくというのも大事

かなと思います。最後にこの答弁いただいて、終わりにします。 

 

○川上 命委員長   教育長。 

 

○教育長（岡田昌史）   小島委員おっしゃってますように、保護者の皆さんにも、やは

り実態というんですか、こんなもんやとか、どういうもんかというのをしっかりと理解し

てもらう必要があるんかなと思います。我々のほうも関係者には、認定こども園への方向

性が決める段階では当然そういう内容を説明して、ある程度の理解が得られた段階で進め

ていくことになろうかなと思います。 

 

○小島 一委員   終わります。 

 

○川上 命委員長   ほかにございませんか。 

  それでは重点調査につきましては、これで終了します。 

 

 ４．閉会中の所管事務調査の申し出について 
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○川上 命委員長   次に閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題とします。 

  お手元に配付のとおり、閉会中調査事件申出一覧表のとおり、議長に申し出てよろしい

でしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

○川上 命委員長   それでは議長にこのように申し入れをします。 

  それと閉会の前に教育部長、この資料については、もうこのままでよろしいですな。参

考資料として。よろしいですな。 

 

○教育部長（岸上敏之）   本当に議員の皆様方には、御心配をおかけしました。８月８

日オープンいたしまして、それにつきましては、４月からオープンに向かってるる関係者

で取り組んでいただいたところでございます。その数字はもう、うそは言いません。８日

以降の数値は、きょう配付させていただきましたとおりでございまして、現在も引き続い

てこれについての取り組みを鋭意関係者で取り組んでおるところでございます。 

  委員長。大変申しわけございません。はっきりした数字ということで、えらい失礼な言

葉だったと思います。訂正をさせていただきたいと思います。 

 

 ５．その他 

 

○川上 命委員長   その他の件で。 

 

○蓮池洋美委員   体育功労のことでちょっと質問するんですが、以前から体育功労につ

いて対象者の規定を考え直してほしいということを言うてきておったんですが、いまだに

改善がないんよな。誰に言うといたら改善がされんのか。以前の教育長にも申し上げてき

たんですが、どうも引き継がれてない、そのことが。特に体育功労の部門なんですが、会

長が何年、副会長が何年、あるいは役職をしとらなんだら対象にならんという規定なんで

す、ある部門では。そうでなしに、その団体によってはきちっとした組織もない、あるい

は組織を持っとっても、そういう役職に当てはまらん、いわゆる役職を持ってないリーダ

ー、お手伝いされておるリーダーになる人が何十年やられとっても、申請をしに相談に行

くと、実はこの規定に当てはまってないというような事柄で申請する段階まで至らんとい

うことなんですが、これはぜひ改善をしてほしい。例えば役職がそこでいわゆる支部長と

か常任理事とかいう役職がない。会長という役職がないねんけども、何十年もその団体に

おいて指導の手伝いをされておる、そういう方々に対して評価をしてあげてほしいという
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思いがあるわけです、市民として。そやけども、この規定ではないわけ。 

  これともう１点、これも以前から言うておるんですが、そういう指導者に対しての、ね

ぎらいをする場所をセットしてあげてほしいということを言うとんねんけども、昨年でし

たか一昨年でしたか、やっていただいた。言うとんのとしていただいとんのとちょっと本

質が異なっとって、私が申し上げておるのは、行政としてそういうふうなねぎらいの場所

をひとつ設けてあげてほしい。それがいつの間にやら、やってはいただいたんですが、体

育協会でやられた。言うとることとしていただいてることと違うわけ。そのことについて

ちょっとお聞きをしたいんやけども。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   まず１点目のスポーツ賞の関係なんですが、今委員おっしゃ

られたように、各団体、体育協会、種目協会、スポーツクラブ２１等、その役職にある方

のみの確かに対象になっております。これにつきましては、スポーツ賞の対象になり得る

方向で今後は検討調整していきたいと考えるところでございます。 

 

○川上 命委員長   蓮池委員。 

 

○蓮池洋美委員   もう来年早々にでもそれが見直しをされますか。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   見直しをする方向で。 

 

○蓮池洋美委員   いや、方向でない。見直しするのは方向や言わんでもそこで返答でき

んだがな。 

 

○川上 命委員長   教育部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   これにつきまして、先ほど委員がおっしゃられた、以前から

要望があったと、今お聞きしたんですが、それは昨年、一昨年あたりだったんでしょうか、

大変申しわけございません。もっと前でしたか。これにつきましては、教育委員会のほう

で内規がございまして、今おっしゃられたような方を対象としたところを教育委員会で決

定できるものと認識しておりますので、早速に協議させていただいて変更を考えたいと。

するとはこの場では言いにくいんですが、変更を考えていきたいと、そのように思います。 
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  それと２点目なんですが、これも昨年３月、年度でいいますと昨年度なんですが、その

ときに、そういう要望も随分合併後いただいておりました。確かに体育協会主催でやらせ

ていただいたわけなんです。その後も随分と御意見を聞かせていただいております。それ

で、特に社会体育の指導者に皆様方におきましては、本当に奉仕の精神で、子供たちの青

少年教育をも考えながら日夜取り組んでいただいておることにつきましては、本当に教育

委員会としましても、その面では本当に感謝しておるところでございます。 

  それで、おっしゃられる行政のほうでねぎらいというようなことになってくるわけなん

ですが、例えば公費で、失礼な言い方なんですが、食糧費を云々ということは今社会的な

状況におきましても少し困難かなというようなことを考えます。それで、行政主催という

御提案なんですけれども、これは交流会であったり研修会というような例えば位置づけで

十分検討したいと思います。また、さらには特に旧南淡では、少年少女の育成会であった

り、そういう団体もございますし、その団体、ほかにもこういったことも我々も直接確認

させていただきながら前向きに検討していきたいなというような今考え方でございます。 

 

○川上 命委員長   蓮池委員。 

 

○蓮池洋美委員   このねぎらいについては、体育だけと違うんや。社会教育の部門の中

で体育と違う、例えば土曜チャレンジ教室のリーダーであってみたり、そういう団体もあ

るわけ。それ含めて、ねぎらいをしてあげてほしいと言いよんので、落としはないように。 

 

○川上 命委員長   部長。 

 

○教育部長（岸上敏之）   先ほども少し言葉足らずであったんですが、極端に言います

と、体育面、文化面といえばまた語弊があるかもわかりませんけれども、それぞれの団体

といいますか、あるいは保護者会であったり、片やグループであったり、そういったとこ

ろで反省会あるいは慰労、ねぎらいといったようなことは当然既に取り組まれておると思

うんですが、先ほど言われましたように、行政という立場でどんな方法があるかというの

も含めまして十分検討したいというように思います。 

 

○川上 命委員長   蓮池委員。 

 

○蓮池洋美委員   できるだけ最大限の知恵を絞っていただいて実行してほしい。終わり

ます。 

 

○川上 命委員長   それでは閉会の挨拶。副委員長。 
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○久米啓右副委員長   以上をもちまして文教厚生常任委員会を終了いたします。本日は

どうもお疲れさまでした。 

 

○川上 命委員長   どうもありがとうございました。 

 

（閉会 午前１１時４７分） 
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